
 

 

 

 

 

ハロウィンの玄関装飾 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                               

ハロウィンの話 「トリック・オア・トリート」 ～今年も玄関のハロウィンを楽しむ～ 

１１月１日が古代ケルト人のお正月で、ハロウィンはその前夜祭１０月３１日をいいます。 

英語で「Halloween」とつづりますが、これは諸聖人の日（All Hallows' Day）の 

前夜（All Hallows' Evening）が短縮されたものです。古代ケルトでは、日本のお盆と同様に、 

10月 31日は死後の世界との扉が開き、ご先祖様の霊が家族に会いに現世へ戻って 

来る日と考えられていました。しかし、ご先祖様だけでなく、悪霊や悪さをする精霊など 

も一緒に現世に来てしまい、子どもを攫ったり人の魂を取ったりするともいわれます。 

仮面を被ったり化粧をしたり、魔除けの焚き火を焚いたりして、悪さをする悪霊や精霊 

を驚かせて追い払っていたとされています。この風習がもとになり、ハロウィンの日に 

仮装する文化が生まれました。 
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ようやく涼しくなり秋を感じられるようになってきました。 

木の葉の色の移り変わりが楽しめそうですね。 

涼しい季節の中で、お気に入りの本を見つけて、読書を楽しむのも良いかもしれません。 

11月には運動会もあり、そろそろ練習など始まっているのではないでしょうか。 

壁の装飾に、読書の秋と運動会を、窓の装飾に、ハロウィンを飾りました。 

季節を感じながら、学校生活を楽しんでくださいね。 


